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【
一
面
の
続
き
】 

 

そ
も
そ
も
、
こ
の
事
業
は
烏
丸

七
条
の
元
東
本
願
寺
が
昭
和
四
十

五
年
、
造
成
工
事
を
始
め
た
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
宗
門
を
壟
断

（
ろ
う
だ
ん
）
す
る
一
派
が
宗
議

会
と
門
徒
評
議
員
会
を
扇
動
し
、

稀
代
の
詐
欺
師
・
闇
の
商
人
Ｆ
の

介
在
に
恐
れ
を
な
し
た
宗
門
世
論

を
巻
き
込
み
、
工
事
を
中
断
さ
せ

ま
す
。 

京
都
市
は
工
事
中
止
の
場
合
、

六
条
山
一
帯
が
風
致
地
区
の
た

め
、
原
状
復
帰
命
令
を
出
さ
ざ
る

を
得
な
い
と
元
東
本
願
寺
へ
警
告

し
て
き
ま
し
た
。 

私
は
事
業
の
頓
挫
に
よ
り
、
宗

門
が
世
間
の
物
笑
い
の
種
に
な
る

ば
か
り
か
、
本
来
、
門
徒
教
化
で

あ
っ
た
こ
の
事
業
が
中
止
に
な
る

と
、
二
十
億
円
の
原
状
復
帰
工
事

銭
的
な
迷
惑
を
か
け
な
い
と
文
書

で
約
し
て
お
き
な
が
ら
、
発
注
業

者
へ
の
造
成
費
を
未
払
い
の
ま

ま
、
一
切
意
に
介
し
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
私
は
や
む
な
く
伊
藤
萬
㈱

に
二
万
基
に
及
ぶ
納
骨
壇
の
割
当

（
販
売
権
）
を
譲
渡
し
て
、
債
務

三
十
億
余
円
を
伊
藤
萬
㈱
に
精
算

さ
せ
ま
す
。
こ
う
し
て
、
殆
ど
休

眠
中
で
極
度
の
財
政
窮
乏
の
当
財

団
の
名
を
も
っ
て
、
東
山
浄
苑
東

本
願
寺
建
立
を
完
工
、
大
谷
派
と

元
東
本
願
寺
を
扶
け
て
転
悪
成
善

を
成
し
遂
げ
た
の
で
し
た
。 

さ
ら
に
は
、
平
成
三
年
に
伊
藤

萬
㈱
が
倒
産
、
未
割
当
の
一
万
数

千
基
を
財
団
が
買
い
戻
す
必
要
に

迫
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
最
後
ま

で
借
金
を
せ
ず
乗
り
切
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
度
重
な
る
経
済
的

窮
地
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
は
最
後

ま
で
一
切
の
借
入
金
を
起
こ
す
こ

と
な
く
、
事
業
を
完
遂
し
ま
し
た
。 

が
必
要
と
な
る
為
、
莫
大
な
経
済
的

損
失
を
被
る
の
を
何
と
か
食
い
止

め
よ
う
と
「
宗
務
審
議
会
六
条
山
調

査
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
大
谷
光

暢
（
こ
う
ち
ょ
う
）
法
主
に
工
事
続

行
の
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 一
切
の
借
入
せ
ず
、
事
業
完
遂 

元
東
本
願
寺
が
無
責
任
に
放
置

し
た
こ
の
難
事
業
を
宗
門
内
に
誰

一
人
と
し
て
引
き
受
け
る
者
は
い

な
い
事
か
ら
、
私
は
こ
れ
を
請
け
負

う
決
意
を
固
め
て
、
新
た
な
宗
教
法

人
を
作
り
、
施
主
に
す
る
準
備
を
始

め
ま
す
。
し
か
し
、
京
都
府
か
ら
法

人
取
得
に
一
年
間
の
実
績
を
要
す

る
と
言
わ
れ
て
困
惑
中
の
と
こ
ろ
、

商
社
・
伊
藤
萬
㈱
が
私
の
下
へ
飛
び

込
ん
で
来
ま
す
。 
 

片
や
、
元
東
本
願
寺
と
宗
派
は
、

こ
の
事
業
を
私
に
依
頼
す
る
際
、
金

資
産
運
用
で
嘉
枝
堂
建
立 

ま
た
、
財
団
が
所
有
す
る
Ｊ
Ｒ

京
都
駅
前
三
千
五
百
坪
の
京
都
近

鉄
百
貨
店
底
地
売
却
で
は
、
財
団

寄
付
行
為
変
更
と
、
近
鉄
百
貨
店

グ
ル
ー
プ
、
京
都
府
幹
部
と
の
話

し
合
い
に
よ
っ
て
、
売
買
契
約
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
「
基
本
財
産

の
形
態
変
更
」
と
言
う
、
前
代
未

聞
の
妙
案
で
主
務
官
庁･

京
都
府

の
認
可
も
得
た
上
で
、
財
団
理
事

会
で
こ
の
案
を
議
決
、
夜
に
は
そ

の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
、
土
地
の
売
却
金
を

基
本
財
産
の
不
動
産
に
再
び
変
更

し
、
地
上
二
階
、
地
下
四
階
の
大

伽
藍
・
嘉
枝
（
か
え
）
堂
建
立
を
果

た
し
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

大
事
業
に
納
骨
壇
割
当
の
冥
加
金

は
一
切
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
誰
も

が
感
嘆
す
る
資
産
の
有
効
活
用
か

ら
佛
法
領
を
守
り
、
育
て
た
の
で

す
。 筆

舌
に
尽
く
し
難
い
苦
難
を
越

え
て
五
十
年
。
私
は
浄
苑
を
世
界

最
高
、
最
大
の
納
骨
堂
に
し
て
、

 

  

法
統
輝
く
文
化
の
一
大
拠
点
へ 

東
山
浄
苑 

    

上
人
、
蓮
如
上
人
、
東
本
願
寺
開

基
・
教
如
上
人
、
本
願
寺
近
代
三

代
傳
持
で
あ
る
厳
如
、
彰
如
の
両

上
人
、
そ
し
て
、
私
へ
と
受
け
継

が
れ
た
正
法
（
し
ょ
う
ぼ
う
）、
法

統
が
浄
苑
で
結
実
し
た
の
で
す
。 

法
統
と
は
、
久
遠
実
成
（
く
お

ん
じ
つ
じ
ょ
う
）
の
阿
弥
陀
如
来

の
法
の
顕
現
で
す
。
私
は
本
願
念

仏
を
、
浄
苑
か
ら
都
鄙
（
と
ひ
）
は

も
ち
ろ
ん
、
遠
く
フ
ラ
ン
ス
や
ス

リ
ラ
ン
カ
に
ま
で
弘
め
、
末
法
の

無
明
長
夜
（
む
み
ょ
う
じ
ょ
う
や
）

に
正
法
の
灯
炬
（
と
う
こ
）
を
掲

げ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

東
本
願
寺
東
山
浄
苑
は
私
の
命

で
あ
り
ま
す
。
も
っ
ぱ
ら
厳
如
上

人
の
御
遺
志
た
る
「
勧
学
布
教
・

学
事
の
振
興
」
の
念
と
、
当
財
団

設
立
上
人
た
る
彰
如
上
人
の
仕
事

を
受
け
継
ぎ
、
両
上
人
の
御
跡
を

慕
い
て
本
願
寺
の
法
統
を
伝
持
し

つ
つ
、
本
廟
留
守
職
と
し
て
釈
尊

の
佛
舎
利
を
安
置
す
る
聖
域
た
る

大
谷
御
廟
を
護
持
、
相
続
し
て
、

浄
苑
の
経
営
に
專
意
尽
瘁
（
せ
ん

い
じ
ん
す
い
）
し
、
佛
法
興
隆
、
ひ

い
て
は
我
が
国
の
国
威
宣
揚
の
一

端
を
果
た
し
得
た
と
自
負
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
や
国
内
外
か
ら
の
群
参
崇
敬

を
受
け
る
に
至
っ
た
こ
の
浄
苑
、

国
内
外
か
ら
も
国
益
に
利
す
る
事

業
と
し
て
広
く
賞
揚
を
受
け
る
こ

の
財
団
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に

往
時
を
偲
ん
で
感
慨
無
量
で
あ

り
、
遠
く
宿
縁
（
し
ゅ
く
え
ん
）
の

し
か
ら
し
む
る
所
、
如
来
の
深
厚

な
る
御
恩
徳
を
賜
り
つ
つ
、
い
よ

い
よ
こ
の
法
城
を
堅
く
守
護
し
、

「
勧
学
布
教
・
学
事
の
振
興
」
に

邁
進
し
続
け
る
所
存
で
す
。 

 

 

そ
し
て
、
壇
籍
者
各
位
に
は
、

名
実
と
も
に
世
界
一
の
浄
苑
に
納

骨
で
き
た
誇
り
と
喜
び
を
胸
に
、

お
念
佛
の
日
暮
ら
し
を
さ
れ
ん
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
・
オ
フ
ィ
シ
エ
（フ
ラ
ン
ス
政
府
よ
り
） 

セ
ト
ン
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
と
も
に
（フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に
て
） 

本
願
寺
八
百
年
の
血
法
一
如
の
法

統
が
光
り
輝
く
信
心
結
集
（
け
つ

じ
ゅ
）
の
一
大
聖
地
、
神
佛
習
合

の
日
本
文
化
を
国
内
外
に
伝
え
る

一
大
拠
点
と
し
て
国
際
社
会
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
る
、
世
界
一
の
ブ

ラ
ン
ド
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。 

即
ち
、
釈
尊
、
七
高
僧
、
聖
徳
太

子
、
親
鸞
聖
人
、
覚
如
上
人
、
存
覚

世
界
一
の
浄
苑
に
納
骨
で
き
た
誇
り
と
喜
び
を 

 

納
骨
壇
冥
加
金
を
使
わ
ず
建
立
し
た
嘉
枝
堂
の
起
工
式 

浄
苑
建
立
の
指
揮
を
執
る
台
下
（中
央
・
昭
和
四
十
七
年
） 

台
下
、
仏
政
府
か
ら
叙
勲 

民
間
人
最
高
位
勲
章 

台
下
は
令
和
三
年
、
駐
日
仏
大

使
館
で
、
仏
政
府
か
ら
民
間
人
に

贈
ら
れ
る
最
高
位
勲
章
・
レ
ジ
オ

ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
オ
フ
シ
ィ
エ
叙

勲
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。 

半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
台
下
の
日

仏
文
化
交
流
の
偉
業
が
成
果
を
見

た
事
で
あ
り
、
こ
の
慶
事
は
財
団

に
対
す
る
世
界
的
称
賛
で
す
。 

  


